
【対象事業】【計画期間】

熊本市上下水道事業経営戦略（改定版・素案）
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概要版

1 計画見直しの背景と目的

◆経営戦略は、公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経営の基本計画として、
 令和２年（２０２０年）に策定し、事業を取り巻く環境の変化を踏まえた上下水道事業の目指す将来像と基本方針
等を示し、事業を着実に推進してきました。

◆今般、計画策定から５年が経過し、新たな取組に対応する必要性や上下水道事業の一体的な取組など、事業を
 取り巻く環境の変化や、物価高騰等の影響により一部の事業で進捗が遅れるなどの課題も見えてきました。

◆そこで、熊本市第８次総合計画との整合や、社会経済情勢の変化など様々な課題に対応していくため、取組等の
 見直しを図り、改定を行うものです。

2 計画期間と対象事業

3 計画の位置づけ

４ 熊本市の上下水道 （現状・課題）

経営戦略は、熊本市の最上位計画である「熊本市第８次総合計画」と整合が図られた上下水道事業の根幹に
位置する計画です。
また、経営戦略の目指す将来像や基本方針は国が示す新水道ビジョンや新下水道ビジョンの方向性と整合

するものです。

①各事業の収益の現状

◇近年の水道事業及び下水道事業については、新型コロナウイルスの影響により、料金等収入が落ち込みましたが、
 令和5年度（２０２３年度）には感染症法上の分類が第5類に移行したことから、回復傾向にあります。
◇しかしながら、全体的な傾向としては、節水機器の普及や高性能化に加え、節水意識の浸透により、料金等収入が
 減少傾向にあります。
◇一方、工業用水道事業は、工業団地内の分譲が完了したことから料金収入は一定ですが、今後、給水収益の大幅な
 増加は見込み難い状況です。

②事業を取り巻く環境の変化（課題）

◇経営戦略の策定からこれまで、事業を取り巻く環境は大きく変化しています。
・物価高騰等に伴う事業費増加の影響 （計画的な発注が難しくなり、一部の事業で進捗が遅れている）
・カーボンニュートラルの実現に向けた取組
・半導体関連産業の集積に伴う地下水量や水質への懸念
・PFOS・PFOAなどの有機フッ素化合物に対する水道水の安全性の確保
・能登半島地震等を踏まえた上下水道事業の一体的な強靭化の取組 など

◇これらの上下水道事業に直接的に影響を与える環境変化について、課題を含めて整理しました。

（現行） 令和２年（2020年） ～ 令和１１年(2029年)
（改定） 令和２年(2020年) ～ 令和１３年(2031年)

※総合計画と整合を図るため２年間延長します。

水道事業・下水道事業・工業用水道事業
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いつでも安全でおいしい水をお客さまにお届けする、使った水をきれいにして自然にかえす、工業の健全な
発展を支えるといった基本的な上下水道のサービスを、より 上質に、そしていつまでも提供し続ける、それ
が私たち上下水道局の使命であると考え、各事業に取り組みます。

【理念】 上質な上下水道サービスを提供し続けます

１．快適で安全安心な都市生活を支え続ける（安全安心）

２．循環型社会の構築に貢献し続ける（環境保全）

３．お客さまから信頼されるとともに、質の高いサービスを提供し続ける（信頼）

４．安定した事業経営（持続）

目
指
す
将
来
像

５ 理念と目指す将来像 ※改定後も現行の「理念」、「目指す将来像」を継承

６ 施策体系図

基本
理念

取組１ 水道水質管理

取組２ 上下水道施設等の維持管理

取組３ 上下水道施設等の改築更新と整備

取組４ 耐震化の推進

取組５ 浸水対策の推進

取組６ 災害対応能力の強化

取組７ 地下水保全の取組

取組８ 公共用水域の水質保全

取組１０ お客さまのニーズの把握

取組１１ わかりやすい情報提供

取組１２ お客さまの利便性向上

取組１４ 財政マネジメントの強化

取組１５ 中長期的な財政見通しに基づく事業経営

取組１６ 更なる経営健全化に向けた取組

取組１７ 料金等のあり方の検討

経営戦略（本編） 中期実施計画

将
来
像
４

安定した事業運営

【持続】

基
本
方
針
７

財政の見通しに基づく事業経営

基
本
方
針
８

経営基盤の強化

取組９ カーボンニュートラルの実現に向けた取組

将
来
像
３

お客さまから信頼
されるとともに、
質の高いサービス
を提供し続ける

【信頼】

基
本
方
針
５

お客さまの視点に立ったサービス
提供

基
本
方
針
６

お客さまから信頼される職員の
育成

取組１３ 職員研修の充実

将
来
像
２

循環型社会の構築
に貢献し続ける

【環境保全】

基
本
方
針
３

水循環の保全

基
本
方
針
４

資源・エネルギーの循環促進

目指す将来像 基本方針 具体的取組

上
質
な
上
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
ま
す

将
来
像
１

快適で安全安心な
都市生活を支え続

ける

【安全安心】

基
本
方
針
１

適切な維持管理と計画的な整備

基
本
方
針
２

災害に強い上下水道の確立

４つの目指す将来像を実現するため、基本的な方針を８つ設定し、それぞれ具体的な取組を進めていきます。
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◇経営戦略に掲げる理念や目指す将来像を実現するために、具体的な取組とその検証指標を設定した、
実施計画を策定しています。

◇また、より質の高い経営戦略とするため、適切な見直しが可能となるよう令和７年度(20２５年度)から
 令和９年度(202７年度)までの３年間の中期実施計画を策定します。

◇なお、取組に必要な事業費やその財源の積み上げである「財政見通し」については、中期実施計画の
策定に合わせて更新します。

８ 中期実施計画

基本方針ごとに検証指標を設定し、毎年度進捗状況を評価することにより、目指す将来像の達成度を
わかりやすく「見える化」します。

※経営戦略（本編）には、基本方針における主要な指標のみを掲載しています。
 なお、すべての検証指標については、中期実施計画に掲載しています。

７ 検証指標



財政見通しは、安定した事業経営の財政的な裏付けとなるものであることから、長期間の試算結果をもとに、
計画期間である令和１３年度（２０３１年度）までの見通しを示しています。
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下水道事業会計（投資計画）

水道事業会計（投資計画）

９ 財政見通し（財政計画）
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